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フェステ ィバ ル (運動会のパ レー ド・七 タパ レー ド・ お祭 リパ レー ド・ カースバ

ルなど)や、発泡 スチロールのいかだ流 しなどの実践 があります。又 本年の「第35

回スケー ト国体」の もあります。市内の各小中学校 が メー ン会場 の道路 に300本

のまといを飾 り、学年相応 に それぞれダンボール、発泡 ステロール、ベニヤ板

を材料 に使 って 色 とりどりの楽 しい作品 をつ くりあげ ました。 さらに 開会式

には、各小学校 が分担参加 し 43県 の県旗 をつ くり 選手団が入場 す るたびに、

黄色 い声で旗 を振 っての歓迎。入場前 には、小学生歓迎 ワッペ ンを手渡す といっ

た形で、参カロが単 なる形式ではな く “造形演 出"が子 どもた ち自らの手 によ つて

なされた訳です。「ひろが りJの事例 で作品 を発表 します。

私 た ちは、学校行事・児童会・生徒会行事 と地域 の行事 などをふ まえて、 1年

間のカリキュラムを どのように組 み立 てるかが重要 な鍵 になると考 えています。

この夏 の全道 大会 で、小 学校 では 子 どもた ちひ とりひ とりが のびのび と

活動す る造形 あそびの低学年。中学年では、一時間の授業の中で 子 どもた ちが

教 材 とどの よ うに取 り組 み、 そ して ひ とりひ とりの子 どもを 教師は参加 さ

せ るか。 4・ 5・ 6年ではクラブの公開 を計画 してお ります。 これ を「ひろがり」の

研究 グループAブロ スヽクとし 若草小 を会場 に 合計三つの授業公開 をします。

「深 まり」 とは、子 どもた ちが 生 き生 きと造形活動 を展開 してい くための基

盤 としての能力・技能や発見す る力 を身 につ けさせ る教師の仕事 の ことと考 えて

います。

30回全国造形教育研究大会札幌大会の研究主題 で もふれていますが、近年の あ

まりにもはげ しい科学技術 の進歩 によ り、 やや もす ると造形教育 も 他 の教科 の

よ うに “教 える"こ とが強調 されていなかったのか、の反省 に立たな くてはな り

ません。公開授業では、数多 くある教 えるべ き事項 をきちん と精選 し、 それ らの

中の 何 を育 てるべ きなのか を教師は見通 しをもって授業 を構築 したいと考 え

熱烈歓迎0/ 第30回全道造形教育大会 苫小牧大会

事務局長 サ1^ ll可

80年代の幕 あけの年………。教育課程 の改訂、指導要領 の改定 など………。

教育 を見直す 重要 な段 階 に きている今 日………。

このよ うな意義深 い 80年代のスター トの年 に 第30回北海道造形教育大会 を

苫小牧市で開催 で きることは、大変喜 ば しいことです し、北海道の造形教育の歴

史 に ひ とつの「節Jを つけるとい うことで 誠 に 価値 あるもの と思 います。

そこで 私 た ち苫小牧 の仲間は、艇 々 と各地 で追求 して きた造形教育の実践研

究や 18回 大会 の経験 を生 か し、 思考錯誤 を重ねつつ も 一歩一歩 と 新 しい時

代の造形教育 に近づ くべ く、 理論研究 と それの裏づ けになる 日常実践 の活動

を深 めてお ります。

「ひろがりと深まりのある造形教育を求めて」が今回の大会のテーマであります。

「ひろが り」とは 子 ども達 ひ とりひ とりが日常の 図工美術の学習で学んだ も

の を ダイナ ミックに展開 してい く 主体的活動であ ります。 それには 過去 の

僻
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てお ります。一方子 どもた ちには、ひ と

つの学習課題 をステ ップ として“ゆ とり"

を持 った造形活動 が 楽 しくで きるよ う

な授業の保障 を 教師 が していかなけれ

ばならない  とい う確認 に立 って石汗究 を

進 めるのが Bブ ロ ックです。 このプロ

ックには、三つの授業公開 をします。

以上 が 小学校 における「ひろが りと

深 まり」 を考慮 にいれた授業の構成のあ

らましですべ 晴 れの時 には グラン ド

を使 ったユニー クな内容 も予定 してお り

ます。

幼稚園・中学校・高校 は、研究主題 の

「 ひろが りと深 まりのある造形教育 を求

めて」 を基盤 として 幼稚園は絵画、製

作の二つ。中学校 は デザ イン・工芸 を

主体 に した二つの授業公開があります。

高校 は 版画 につ いての 分科会 のみ を設定 してお ります。

大会運営 に関 しま しては、で きるだけ苫小牧近辺の先生方のバ ックアップで進

めてい きたいと考 え、胆振 造形 教育研 究会 が この 4月 か ら発足 しますの を機

会 に、 この会 に 提 言・司会 などの大半 を お願 いす る予定でお ります。

さらには、開閉会式 に造形演 出の立場 から 子 どもも参カロす るもの を考慮 して

お ります。

オリエ ンテー ションにも一工夫 したいと思 ってお ります。主催者佃1の一方的 な

進 め方ではな く、30回大会 に至 るまでの経緯 を 幾人 かの方々にのべ ていただ き

参会者の方が本大会 の授業公開・分科会 にスムーズ にはい られ 討議 していた

だけるよ うな形 にしたい と計画 してお ります。

私 た ちは、全道各地 からの先生方 をお迎 えす るために、 3月 末 には 虎杖浜で

合宿研究 をおこない、全道大会 の構想 を ひ とりひとりの ものに しよ うと 張 り

切 ってお ります。

7月 27・ 28日 の大会 には、ぜひ苫小牧へ おこ しくだ さい。若草小学校 で心 よ り

お待 ちしてお ります。 そ して 今後 の展望 に立 って大 いに “はっちゃ き教育論 "

“が き大将教師論"な ど やろ うではありませんか。

6年生の皆 さん。

いつ も元気 そ うで何 よりです。君た ちは、東山小学校 の最上級生 として、 この

学校 の全体 の仕事 を分担 していますが、 その努力は本当に立派 です。 ど うか が

んばって くだ さい。

さて、 こん ど皆 さん と 画用紙で「顔」 をつ くろ うと思 います。 6年 1組は、

この12日 。 6年 2組は13日 。 6年 3組 は14日 ですので、 それまで この手紙 を読

んでおいて くだ さい。

1.つ くるものは「顔」 です

顔 といっても、 自分のではありません。紙 は、粘上のよ うに自由には な りま

せんので、 そっ くりとい うことはないのです。で も感 じは出せ ます。悲 しみに う

ちひ しがれた顔 とか、明 るい希望 にみ ちた顔 とか、いたず らつぽい顔 とか、一見

紳士風 だが根 は悪人 とか、 まあいろいろあるで しょう。 そのよ うな顔 なんです。

自分でつ くりたい顔 の ことを 形 は別 として、 その顔 の人の気持 ちとい うか、態

度 とい うか、 そのよ うなもの を まず想像 してみて くだ さい。

さて、 そのよ うに して心の中が きまると、 こん どはだいたいの顔 の形 が目に う

かぶで しょう。 それは細 い顔 とか、丸顔 とか、角顔 とか、 また目は  ドングリロ

で飛び出 しているとか、お く目とか、大 きい口 とか、 おちょぼ口 とか いろいろ

ですね。 その時 になって 君た ちの中 には「僕 は四角 い箱の作 り方 しか知 らない

から四角顔 に しよ う。 そ して 四角 い顔 に合 う心の持主 をつ くってやれ」 と考 える

人 がいるかもしれませんが、 それは困 ります。

大 まかな顔 のつ くり方は、 その 日、皆 さん と一 しょに学習 しますから、 あまり

心配 しないで くだ さい。

わた しは、君達 が想像 して くる人物 をす ご く楽 しみ にしています。 い じわるい

よ うですが、あまり友達 と相談 しないで 自分 自身で考 えてみて くだ さい。

手紙を使つた意欲づ|

タト国でことばを使わずに手ぶり身ぶ りで

授業なさった伊藤先生の 、手紙で呼びか

けたユニークな意欲づけ ― ―。
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指導謂螺:第蝶牒にあたって

南  奈緒見      安 部  充

2.用意 も簡単 です

材料 :色画用紙  2枚 、白い画用紙  4枚 、

2枚 、ゴム系接着斉」 (セ メダイン造形工作用・

17 など どれで もいい) 小 さなチューブ

子聡辺渡

「十年 ひと昔」 とよ く言 われますが、造形連盟 は今年30周 年 を迎 えました。研

究 も地 につ き、 その成果が各地 の実践 で見 られるよ うに結実の効 を奏でてお りま

す現在、連盟 の基礎 づ くりをして下 さった方々の労苦 と熱情 に深 くお礼 を申 しあ

げず にはい られません。

昭和 38年来研究 して来 られた、学習内容系統表 。学習能力体系表・造形学習能

力表 とその実践 は、指導の構築 として過去第二集 まで刊行 されてお りますが、 こ

の度 連盟発足 30年 を記念 して、 その研究 を見直 し、指導の構築第 4集 を刊行す

ることになりま したので、 ここに改訂の要旨 を述べ させていただ きます。

1.子 ども像の見直 し

科学振興 による文化の発達 から、子 どもた ちの生活は「ふた昔J頃 と比べ ると

どこかが変 って きているに違 いない。 このよ うな仮説 にたって 学 習 内 容 系 統 表

の「発達段 階Jに視点 をお き、見直 してみ ることにいた しました。

(ア).子 どもの生活圏

は じめに、子 どもの生活の事象面 を今受 け持 っている子 どもを見直す ことか

ら 実態 として探 り出 しました。 これは、幼稚園・小学校 を中心 として調べたの

ですが、 その範囲は、

○ 自他 の関係  ○ 興味  ○ 行動 (範 囲・遊 び)  ○ 環境 (● 科学

の発達 から●世間の情報化 から●家庭生活 から見 られるもの)を主 としてとら

え、 その内容は、

A 興味 ・関心  B 自他 の関係・行動   C 思考  D 感覚

E 表現  として、現代 っ子の特 に変化 して きている一般的 な様子 と、以前 か

ら変 らない面 を整理 してみたのです。

(イ ).子 どものすがた

次 に上記 アのおさえから、「発 達 段 階」 の項 を検討 してみ ま したが、旧来の

ものには付 けカロえるもの として、

更紙 (印 刷 の ちらしで もいい)

セメダインコンタク ト・ボ ン ドG

2本。

用具 :は さみ 。画板。 ほかにあれば助 かるもの :定規 (小 さい方がいい) カ

ッター、鉛筆 は 殆 どつ かいません。

3.つ くり方 は 簡単です

いま、画用紙で 四角柱 をつ くるとします。「 は い、用 意 は じめ」 といってか

らス トップウオッチで時間 をみ ます。 い ちばん遅 い子 どもでも 2分 間でおわ りで

す。今 まで「 わた しは不器用Jと 自分で きめていた人で も「 2分」 なのです。 ち

ょっとことわってお きますが、自分で頭 がいいと自信のある人よ りは、自信のな

い人 が、 ど うい うわけか うまくい くのです。

おまけに、失敗 したなと思 つた ら す ぐや りなおせばいいのです。 かっこうは

良 くな くて、つ ぎは ぎだ らけで も ^向 にかまいません。

本当 に大切 なのは、つ くられる形、つ まり「顔」 です。君た ちが考 えておいた

心の感 じが、あらわれるかどうかで

'。
もし質問があった ら いつで も来て くだ さい。居 ない時 なら、手紙で結構です。

す こし長す ぎま したが わた しは、 その 日の来 るの を楽 しみ にまっています。
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○ 視覚的・聴覚的発達 がめ ざましいこと ◎ 空間 。自然認識的 なもの

O 男児・女児の意識 がはっ きりして きていること (1)直感的・印象的 にとらえるもの

をとりあげま した。 また「発達段階」 とい う表示 は、一般心理学
`の

発達段 階               (2)対 象 を分析的 にとらえるもの

と違 い、造形 に関 わる心理的 な表 われだけをとりあげているので、「巧生どもの            (3)事 物 の認識 をふ かめ るもの

すがた」 と表示す ることに しました。 (4)生活的 。社会的 な認識 を深 めるもの

(ウ).造形 の要求度 ◎ 独倉1カ の開発 を図 るもの

更 に (イ )の 「子 どものすがた」 と旧来の系統表の「造形の要求度」 の関 わり     '      (1 [)自 由な連続的発想 をね らうもの

を見直 し、 この心理的 な表 われに対応 して こう指導 したいということを述べて            (2)可 逆的思考 を養 うもの

みました。 (3)系統的 に発想 を高め るもの

(4)機能・構 造の可能性 を追求す るもの

以上 のよ うな立場 から、造形面 にかかわ りのある現代 っ子の特徴 を洗 ってみ ま

したが、基本的 な発達段 階は変 ることはな く、連盟の積み上 げた研究 は深 く、遠          3.幼 小 中高校学習内容の系統表

大 な見通 しを立てて構築 されてお ります。 子 ども像 の見直 しによって「′心理 的 な表 われ」「造形の要 求度」 に改訂文 をと

り入 れま したが、今回は、幼稚園の項 も加 え、下段 のよ うな項 目に分 けて系統 を

2.指導構築のための視点 追 って述べ、大版一覧表 にいた しました。

この項 は 第 3集 に述べ られてお りますが そのまま生 きて基本 となっている          o 子 どものすがた

ものであ ります。  `    ○ 造形の要求度
(ア).目標視点                                 ″     ○ 造形的なあそび

◎ 主体性 をもった創造的人間像 をめ ざす。 ○ 心象表現 (ね らい 。絵画一内部・観察一・版画・彫塑 )

(1)生命力の充実、生理的・心理的 な開放 を図 り、表現の喜 び を与 える。           o 適応表現 (ね らい 。内容・色 と形・製作 )

(2)生活 を通 して自己や社会の認識 を深 め、能動的・積極的 な精神 を養 う。          ○ 鑑  賞  (作品 。日用品・美術品・自然 )

(3)た しかな技術 をもって生活 を開拓 す る。

(イ ).内 容視点
4.幼小 中造形学習能 力表

◎ 精神開放 を図 るもの 表 (P9～ P ll)を つ くるにあたって「子 ども像」 はもとよ り 昭和 55年度実

(1)表出 を満足 させ るもの 施 の小学校図画工作科教科課程 の立場 を基底 に して、指導現場 です ぐ使 えるもの

(2)リ トミック的 なもの を作 るよ うに心 がけました。

(3)身体的成熟 を うながす もζの

◎ 基礎造形的 なもの 5.実 践 記 録

(1)形体・色彩の感覚練習 指導の構築 には、若手活動家 による指導実践例 がのってお ります。幼・小 。中

(2)素材 に対す る基本的 な理解 高校 と、学習能 力表 をふ まえ、独 自のユニー クな発想 によつて指導 された実践例

(3)機能・構 造 に対す る基本的 な理解 であ ります。

(4)正 しい道具への理解 と処理のカ

-8- -9-



造形学習能力表 《幼 3才》 造形学習能力表 《1年》

す
　
が
　
た

子

ど

も

の

0自 我がめばえて くる。

0他 を意識 しは じめる。

造 要

形 求

の 度

0表現意欲は さかんであるが、移 り気で持続時間は短 。

O遊 びの中で自由に記号的表現 をする。

O導入の しかたによって、集中 して描 くよ うになる。

Oエ ネルギッシュな表出。

域

材

領

教 ね 内 容 学 習 の 要 素 材料・ 用具 と技法 力

造
形

的
あ

そ
び

0思 いのままに描 いた

り作ったりする。

0全身を使つて、水あ

そびやどろんこあそび

をする。

0粘土と体ごとたわむ

れる。

0い ろいろな自然物 を

使ってあそばせる。

0水 泥 粘土 など自

然物 に親 しむ。

0材料に親 じむことが

できる。

絵

画

お

話

　

想

像

0心のひかれたことを
かく。

0興味のある具体物 を

とりあげる。

0思 いのままにかかせ

る。

0ク レヨン パス 水

彩 えの ぐ フェル トペ

ン、いろいろな大 きさ

の画用紙 色画用紙

新聞紙・包装紙等身辺

の材料や用具 に触れ、

使 うことの喜びを知 る

0自 分がわかる絵 を自

由にかくことがで きる

く
ら
し

・
観
察

0み た り聞いた りした

ことを楽 しんでかく。

0好 きなようにか く 0単純 な表現 をさせる 0楽 しんでかくことが

できる。

版

　

画

0う つしてあそぶ

0型 おししてあそぶ

0体 を動かして、 うつ

してあそぶ

0う つしてあそびなが

ら楽 しませる。

0野菜 自然物等形の

はっきりしたもの。

0紙類

0単純な形をうつして

あそぶ。

粘

　

土

0指 やてのひらを使っ

て作 る。

0ま るめたり、ちぎっ
たり、のばしたりして
つくる。

0形 が変化することを

楽 しませる。

0粘土

O粘土板・手拭 き

0の ばす まるめる

ちぎる・ くっつける等

ができる。

0粘土に親 しむことが

できる。

製

作

か

ぎ

る

O楽 しんで作 る。 O思 いのままにつくる

Oで きたものを自分で

かぎる。

O折 る ちぎる はる

ぬる等 をさせる。

O使 いたい色を自分で

えらばせる。

0紙類 (画用紙 折 り

紙 色画用紙等 )

0本片 パス・フェル

トベ ン の り はさ

み プロ ック

0折 る ちぎる はる

ぬること等がで きる

0色 の識別がで きる

使

う

。
勤

く

0つ くる過程 を楽 しむ Oち ぎったリ リ子った

り、 とい う簡単な範囲

でつ くる。(円 をちぎっ

てひらひらおとす。折

った紙をフーフー吹くつ

Oつ くったものであそ

ばせる。

0何 でもおもちゃにな

ることの体験 をさせる

0つ くったものであそ

ぶことができる。

組

み
立

て

る

0単純なものを組み立

てておそぶ

0つ み木等 を高 くつむ

形 をつ くる。

0同 じ形 をつなぐ

0組みたててあそばせ
る。

0単純な組みたてがで

きる。

鑑

　

賞

0自 然に親 じむ 0自 然物 (。 きれいな

石 花 。体 につ く葉
。つめたい砂等 )

0自 然の中であそばせ

る。

。自然物 (石 ころ 花

草 葉 水 砂等 )

。自然物 を使ってあそ

ぶことができる。

子 ど もの す が た

0む ら気でまとまりはないが、全身で興味 関心 を示す。

0自 分 と他 との関係 を意識 しながらも自己中心的である。

0視党 .聴覚的 な運動 を好む。

造 形 の 要 求 度

0あ そびの中から衝動的 に表現 する。

0主客未分の状態

0ら
'1的

表現    0知 識的表現 (概 念的表現 )

0全身に訴 える   0素 朴な表現

領 域 ・教 材 ね  ら  | 題 材 の 視 点 学 習 の 要 素 材料・ 用具 と技 法 カ

造形的 な あそび

0材料から、つくり

たいものをおもいう

かべ、楽 しく造形活

動をする。

0見 たり感 じたりす

ることが楽 しくでき

るもの

0つ くりながら遊ベ

るもの

0全身で表現するこ

とができるもの

0型押 しあそびので

きるもの

0材料 からの自由を

発想・連想 をさせる

0構成的 な活動 (積

む 並べる 組 み合

わせる)を させる

0全身を使って、自

由に遊ばせる。

0自 然物 (土 砂 葉

員等)や人工物 (紙

箱 廃材等 )な どの材

料体験 を豊かにす る

0材料の色や形から

つくるものをおもい

つくことができる

′い

象

表

現

絵

画

構

お

話

と

空

想

0主 人公になりきっ

て楽 しく空想 させ絵

をかく喜びと自信を

つける。

0好 きな動物や虫の

生活 を自分の くらし

とくらべてか く。

物語の中から自由に

発想できるものをか

く。土や本の中の話

田Tをたべたくじらなど

0大小や多少の表現

に気付 かせる。

Oベ ースラインに気

付かせる。

0ク レヨン パス・

コンテ 色鉛筆 サ

インペ ンなどを使 う

0情景 を思 い出 しな

がらその内容 を大 き

く、のびのびと表現

することができる

し

0興味のあるものを

大きく、のびのびと

かくようにする。

0お話をするように

自分の楽 しい体験 を

かく。

(お みせやさん・動

物園のきりんなう

0か きたいものをは

っきりさせる。

0体全体を動かすよ

うにかかせながら線

の長さや強さに気づ

かせる。

0持 ち方や使い方な

どがわかる。

O色 々な線 を引いた

り、色の使い方など

に慣れる。

O力の入れ方 を工夫

する。

0各種画用紙 を使 う

0か きたいことを画

面一杯にそのものず

ばりかくことができ

る。

観

察

自
然
物

・
風
景

・
建
物

・
静
物

0興味のあるところ

を大きくかくように

する。

0か きたいものの感

じをはっきりつかん

でかく。

(に わとり ざりが

に・虫 牛ごやと

牛など)

0線描 を主体にかき

たいものを画面いっ

ぱいにかかせる。

O興味のある部分を

くわしくかかせる。

O自 分の感 じたこと

を自由にかくことが

できる。

物

0腕 と胴の関係に気

ブかせ全体を大まか

に表現する。

0正 面から体全体の

様子 をかく。(十字形

表現から解放 )

(ボ ールを持った人

手を頭にあげた人

など)

0手足の曲り方をわ

からせる。(ス トロー

クを大切にさせる

プロポーションは

図式表現にまかせ

る)

O全体のバ ランスよ

り腕 と胴の関係がわ

かりゆっ くりと続 い

た線で大 きく表現す

ることがで きる。
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造形学習能力表 《5年》 技
　
　
　
　
と
　
ま

実
　
　
　
　
て
　
こ

●
　
　
　
　
　
れ
　
２

技
　
　
　
　
ら
　
ｏ

実
　
　
　
　
ゆ

年

●
　
　
　
　
　
に
　
３

技
　
　
　
　
風

・実

―
技実●技実●

　
　
　
　
　
　
ぶ

難
―

技
　

　

　

校

泰

実
　
　
　
　
学

●
　
　
　
　
　
　
　
　
■
勾

回転 モ ビールと同 じよ うに、風 によって とんびが くるり

し飛 んでいるよ うに見 えます。窓 ぎわの風のあた るところ、

げて見 まし よう。

材料用具 :画用紙、。た こ糸・油ねん土

ソターナイフ・接着斉」・色サ イ ンペ ン

アル ミホ イル・マ

と回 り はね を動 か

の き下 などにぶ らさ

ッチ棒・ は さみ・ カ

は

る

ヨ Iげ

おつただけ
はねが下がら
ないようにささえる

どう

は ね

八ツ切 り画用紙を

二つ折 りにする

・ 二つ折 りにした画用紙を図のように 、

とんびのからだとはねの部分をつけて

図を書く

・ <ちばし 頭 ・からだ 。はねの部分の

大きさをよく考えて書く(バランスよく)

・ 形のよいとんびをつくるには 、何度か

試作するとよい

完成

油ねんど

― 漸 棚 話

いアルミホイル

おもり

マッチ

ー 13 -―

領

域

′さ

象

表

現

教

材 ね  ら  , 題 材 の 視 点 学 習 の 要 素 材 料 用 具 と 技 法 力

彫

塑

0主題 をもって構想 を

練 り対象 を立体 として

とらえ、計画的 に仕事

を進める。

0材 質 を生かせ立体的

特徴のよくつかめるも

のから

0う ごきのあるものか

。塊材で顔 昆虫・魚

・ 粘土で動物 友だ

ち

0つ り合い、プロポー

ション、静 と動 を考

えさせる

。材質の理解 と生かし

方 を考 えさせる

0粘土 本 石 セメン

ト レンガ けいそう土

軽石・自彫石

・粘土ベラ・粘土板 タ

ガネ くぎ 彫刻刀 ナ

イフ のこぎり 本づち

O芯材の工夫 粘土に

よるクロッキー

0材質を生かしながら

モデリング、カービン

グで立体 (彫塑)的表現

ができる。

適

応

表

現

か

　
　
　

ぎ

　
　
　

る

O飾 る目的や用途 によ

って、色 と形の感 じを

効果的 に生かす。

0自 分や、学校生活 に

使 うもの をかぎる。

・ 学級に置 くもの

。あそぶもの

。各工作物のデザイ

0ひ とつの形、組み合

わせた形、並べた形の

方向動 きつ り合 いの感

じを捕 えさせる。明暗

強弱、鮮 かさの感 じを

生か してつ くらせる。

0製作物 に合わせた材

料 用具 彩色具

0明暗 中間の感じを

色の対比でとらえるこ

とができる。

0目 的を考えた形や、

方向 運動

0つ りあいを考えた配

列ができる。

矢ロ

せ

る

0皆 の願 いや訴 えがみ

んなにわかるよ うに色

や形 を目立たせて、表

現する。

0自 分 学年 学校で

伝 えたい事柄 を絵 と文

字の組み合 わせの工夫

によって表す。

・ カレンダー 。おも

ちゃ 。標識 。視聴覚

機器本1用

0色 と形の感情 と機能

。目的に合わせて作

る

。形から受ける感 じ

を生かす

。色の感 じを生かす

0モ ンタージュ

0接 着の技術

O面材 彩色具

O視聴覚機器

(・ 8ミ リ・ VTR
・ OHP)

0知 らせる目的 に合わ

せて色や形、材質を考

えてデザ インで きる。

使

　

・つ
　

　

　

構

　

造

0使 う目的や美 しさを

考 えてつ くる。

o見通 しを立ててつ く

る。

0図 をかき試作してつ

くる。

0遊ぶ もの を作 る

・ ゲームに使 うもの

0学習や生活に役立つ

もの を作 る。

。たな。入れ物・ 楽

器 o紙 し|れ ヽ

0作 りたい物の計画図

をかかせる。

O丈夫な組み立てを工

夫 させ る。

O美 しく仕上げ させる

0糸 のこ・ ダンポール

・ 発泡 スチロール・ の

こぎり。きり。金づ ち

・ ペ ンチ 。針金 。やす

り・ 小 71 板材・ 焼成

用粘土

※手入れ、安全、保管

0前 や横 から見た図 を

かく。

O材料の性質を生かす

0補強する 焼成する

0構 造 を安定 させる。

0色 と形の感 じを用 と

美に生かす。

動

oカ ムゃ クランクの仕

組を利用して動くものを

つ くる。丈夫な作 り、

変化のある動 きを生か

して作 る。 アイデ ィア

図 試作 をする。

0おもしろい動 きのす

る果物や動物 をつ くる

O走 るほかに何か動 き

を考 える。

0ク ランク、ゴム動力

を利用して作る。

oカ ム、クランクのま

さつ車の工夫をさせる

0二次伝導も工夫させ

る。

O丈夫な組み立てをさ

せる。

0糸 のこ 針金 ベ ン

チ くぎ抜 き

。針金 を直角に曲げ

る

。切 り方

※手入れと安全 保管

0計画的 に仕事 を進め

手 ぎわよくで きる。

0カ の伝わり方が正確

にできる。

0色 や形が楽 しい。

0図 を生かして仕事が

できる。

鑑

質

0作品  日用品 美術

品の美 しさや良 さを味

わ うことがで きる。

0表現を通 して自然の

美 しさを味わうことが

できる。     |

0表現上の課題 に基づ

いて

。製作の前後

。過程中

0校内展示会

0良 い作品 を鑑賞する

機会 を多くもち、美に

対する感覚 を高め さ

せる。

0児童自身の尺度で見

て作品 になじみ親 しく

させる。

0自 分や友人の作品

0表現 に関連 した造形

品や美術品

0自 然美

0友 人の作品 をよく見

て表現意図を理解する

ことがで きる

。参考品の美 しさや

良 さを表現 と関連づ

けて見ること力で きる

。自然美 を感得する

ことができる
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全国造形教育大会みてある記

教育大 附属札幌小学校   伊  藤  暢  紀

仙台のケヤキ並木 に似 た “新鮮

な精神 の泉"を子 どもの内 に湛 え

ょ うと、造形活動 を通 して豊 かな

人間性 と倉」造力を培 いつつ 東Jヒ の

造形人が全国 に呼びかけて、 この

全国大会 をつ くりあげたその意気

込みが、随所 に感 じとれた もので

した。

この仙台大会 は、 この “新鮮 な

精神 の泉"を ひ とつは 地域性 に

今 ひとつは 教師が子 どもの豊 か

な創造活動の援助 として

○子 どもた ちが表現の喜 びが持 て

るよ うに

○子 どもた ちが基礎的基本的 な内

容 を体得 し、確 かな造形活動 が

で きるよ うに

○子 どもた ちが、 個性 と能力 を持 って人間性 の回復 をはかれるよ うに

と願 った もので した。

授業 は新教育課程 が来年スター トす ることもあつて、 1年では造形 あそび「 か

げとあそ|ご う」 2年 では、合科的指導「お店や さん」 と進取的 な題材構成で、

その他 に10題 材の授業が公開 されました。

造形 あそびでは、子 どもたちの内的 な造形性 が遊 び を通 して 何 ものにも規制 さ

れることなく 伸び伸びと表現 される。このことから、子 どもたちに遊びの中に新 しい発

見 をさせ、楽 しく工夫 させながら よ り大 きな造形の喜 びを味 わわせ ることをね ら

ぃとした、光 と影 を使 った、 シルエ ッ トになった物 の形 のおもしろさと、光 を通

-14-

6年「絵で表す」授業風景

した色彩の美 しさを体‖貪させよ うと授 業が構成 されていた。ひ とつの グループが

オーバーヘ ッ ド三台の光鴻tと 、教室用白地 の カーテ ンを三枚程 も縫 い合 わせた大

きなス クリー ンの‖‖に入 り、誰であるかのあてっこをした り、 グループの集合 の

シルエ ッ トを見て、 兄慣 れているはずの影 から新 たな発見 をした り、形 か らさら

に色では どんな発見が起 こるのであろ うと、子 どもた ちが発想 し、色 セロファン

を持 ち出す といった子 ども自らの活動 が次 から次 と展開 された。

合科的指導の「おみせや さんごっこ」では、看板や店の飾 り、値本し、広告、 ち

らしなどをグループ毎 に考 え、つ くり、飾 りつけて、はた して多 くのお客 さんに

た くさん買 ってもらえるのかを考 えなが ら楽 しく作業 を進 めていた。

写真 は、 6年生の絵 で表す「演奏す る友達Jの授業風景 ですが、 日頃親 しんで

いる友 を「楽器 を演奏す る友達」 として描 く中で、概 念的説明的 にならない生 き

生 きとした躍動感 のある絵 に仕上 げよ うと、 クロ ッキーの積 み重ねの上 で、対象

をよ くとらえ、内面的 なものの表現 にせ まろ うと、ひ とりひ とり彩色計画 を立 て

意図的 に彩色 をしていて、子 どもたちの納得のいった顔、顔、顔 が印象的で した。

と が き

o新 指導要領の実施 、昭和80年台のスター トと話題 の多い年になりました。

機関紙 も61号 にな り内容構成 を多少変 えてみま したが、いかがで しょうか。

○“指導の構築第 4集 "は 苫小牧 の大会で、 その全容 をご披露 いた します。

ご期待 くだ さい。

○ 次号は“指導の構築"に ついての感想、新指導要領 の実施 の状況 などを中

心 にしたいと考 えています。

○ 広幸風部 から原稿依頼の手紙 が飛びます。心 よいご協 力をおねがいします。

(フ シ
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